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経理・会計担当の方にお勧め！
～源泉部会研修会～

源泉部会徴収事務の研修会です。ご多忙中とは存じま
すが、皆様お誘い合わせの上、多数ご出席ください。

日　　時 平成25年９月13日（金）
午後３時～午後４時30分

場　　所 武蔵野法人会館　会議室
　武蔵野市中町２－11－13
　 TEL：0422－51－1441

研修内容 「源泉徴収事務の留意点」

講　　師 武蔵野税務署　法人課税第２部門
担当官

参 加 費 無　料

お申込みは武蔵野法人会事務局まで
（mhoujin@parkcity.ne.jp）

青年部会 「第１回  経営塾」
いよいよ開催！

７月17日（水）武蔵野法人会大会議室にて、第１回
の経営塾が始まります。青年部会の会員が講師と
なってともに学び合う、またとない機会です。参加
をお待ちしています。

動画『ほうじんむさしのニュース』の
実証実験始まる

隔月発行の広報誌『ほうじんむさしの』を補完する、
動画による『ほうじんむさしのニュース』（仮称）の
実証実験が始まりました。初回は第47回通常総会の
報告を特設スタジオからお伝えします。
視聴は、7月18日から、武蔵野法人会ＨＰにアップ致
しますのでご覧ください。

特集　第47回通常総会報告
平成24年度事業報告　概況
平成24年度収支決算
平成25年度事業計画
平成25年度　収支予算
平成25年度表彰者ご芳名
新役員ご紹介
第１回　一般社団法人　東法連通常総会
支部・部会・委員会報告　　会員の叙勲報告　
ガンバル若手経営者（その20）　
　宮負香織さん　合同会社　ペンタラボ
リレーエッセイ（92走者）
　白石英二さん　ＮＰＯ法人　武蔵野スポーツクラブ
ベテランの経営哲学（その20）
　平野　尚さん　株式会社　ジュノン
まちかど情報局
税務よくある相談（その63）
税務署からのお知らせ　税務のカレンダー
企業PR　　女性部会から皆様へ　　相談室　　
７月・８月の行事予定
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※この冊子を発行している法人会は下記のような方針で活動しています。

法人会は良き経営者を目指すものの団体として、
「会員の積極的な自己啓発を支援」し、「納税意識の
向上」と「地域社会の健全な発展」に貢献します。

武蔵野法人会ホームページ
http://www.tohoren.or.jp/musashino/

■今月の表紙  三鷹市内の玉川上水
いつも通い慣れた道なのに、なぜか遠い南国のように見えることがあ
る。まるでメコン川流域に迷い込んだかのような幻想のひととき。お
お、あれはアナコンダなのか？　蒸し暑さも熱帯並みの三鷹の夏。（竹）
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最近、街中を歩いていると人は右側通行なのに、大半の人が左歩き
または真ん中を平然と歩いているばかりではなく、前を見ずに携帯
等に意識がいっているのが目につきます。日本の社会では、人は右、
車は左と決まっているのですが……？
いつの間にか微妙に変化しつつある交通道徳・マナー。事故にあっ
てからでは遅いのです。一人ひとりが気をつけましょう。   信山勝由

古賀親宗撮影

「気になる歩行者マナー」
今月の副会長のひとこと



INFORMATION

◆スケジュール＆講師プロフィール

12：30
13：00～13：05

受付開始
開講式

15：05～15：15 休憩

13：05～15：05
演題：「はとバスの経営革新」
講師：元  株式会社はとバス代表取締役

　　　宮　端　清　次 氏
　　　

この夏は箱根湯本で、チャージ＆リフレッシュ！

◆申込締切：8月6日（火）必着

◆定　　員：180名

◆会　　場：「湯本富士屋ホテル」
　　　　　　神奈川県足柄下郡箱根町湯本256－1
　　　　　　TEL.0460－85－6111

◆期　　間：8月27日（火）～ 28日（水）
◆現地集合・解散される方
（１泊2食：講演会費・懇親会費含む） （会員） 16,000円
 （会員以外の方） 20,000円
◆バスツアーに参加される方
（上記＋往復バス乗車料、昼食×２回、観光ツアー料金）（会員） 27,000円
 （会員以外の方） 31,000円
◆ゴルフに参加される方
（上記＋パーティ代、賞品代含む） （会員） 21,000円
 （会員以外の方） 25,000円
なお、プレーフィ（15,000円）は個人精算となります 

参加費（各１名）

【Ａコース】ゴルフコンペ（申込先着10組　40名）
　　　　　★場　　所　仙石ゴルフコース

【Ｂコース】バスツアー（申込先着　70名）
　　　　　★１日目　三鷹駅、武蔵小金井駅　　８：30発（予定）　　➡　　湯本富士屋ホテル　　　  12：30着（予定）
　　　　　★２日目　湯本富士屋ホテル　　　　９：00発（予定）　　➡　　三鷹駅、武蔵小金井駅　  19：00着（予定）
　　　　　             （世界遺産に登録された富士山の周辺を観光（予定））

第
１
講
座

夏期経営者講座

16：25～16：30
18：00～20：00

閉講式
懇親会

15：15～16：25

演題：「頭の小引き出し」
　　  ～ “商” は “笑” ありて “勝” なり～
講師：落語家

　　　三遊亭　若圓歌 師匠
　　　

第
２
講
座

第55回

詳しいお問合せは、武蔵野法人会事務局（℡0422ー51ー1441）まで

８月２７日（火）

８月２8日（水） リフレッシュデイ



司会　中島事務局長

開会の辞　髙橋副会長

永年勤続役員へ感謝状贈呈退任役員へ感謝状贈呈

澤田武蔵野税務署長 堀江立川都税事務所長里村東京税理士会
武蔵野支部長

閉会の辞　五十嵐副会長

新しい理事、監事選任

　

第
47
回
通
常
総
会
は
定
刻
の
午
後
２
時
、
髙
橋
副
会
長
が
開
会
宣
言
。
竹
内
会

長
は
昨
年
を
振
り
返
り
「
初
の
大
運
動
会
、
３
市
長
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
、

財
務
省
主
税
局
と
の
意
見
交
換
会
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
に
よ
る
講
演
会
な

ど
多
彩
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
言
葉
と
杯
を
交
わ
し
て
心
を
通
わ
せ

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
・
監
事
選
任
が
あ
り
、
議
事
は
滞
り
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
永
年
勤
続
役
員
15
人
、
退
任
役
員
６
人
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
澤
田

武
蔵
野
税
務
署
長
の
祝
辞
、
五
十
嵐
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
辞
で
総
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

第
２
部
は
午
後
４
時
20
分
よ
り
「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
」
と
題
し
て

読
売
新
聞
社
特
別
編
成
委
員
の
橋
本
五
郎
氏
に

よ
る
記
念
講
演
を
開
催
、
終
了
後
は
中
野
副
会

長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
午
後
６
時
よ
り
荒
井
副
会
長
の
開

会
の
辞
で
は
じ
ま
り
、
武
蔵
野
税
務
署
の
町
田

副
署
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
の
後
は
歓
談
と
な
り

ま
し
た
。
邑
上
武
蔵
野
市
長
、
清
原
三
鷹
市
長

か
ら
の
祝
辞
に
続
い
て
各
支
部
の
新
支
部
長
が
壇

上
よ
り
会
員
に
呼
び
か
け
、
明
る
い
雰
囲
気
の
な

か
信
山
副
会
長
の
一
本
締
め
で
終
了
し
ま
し
た
。

会長挨拶　竹内会長

「
連
帯
・
挑
戦
・
貢
献
」
を
合
言
葉
に

心
を
通
わ
せ
よ
う
！

竹
内
会
長
が
続
投
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第
47
回
通
常
総
会
開
催
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル

２
０
１
３
年

　

６
月
７
日（
金
）

第１部



懇親パーティ第３部

謝辞を述べる中野副会長

乾杯　町田武蔵野税務署副署長

中締め　信山副会長　

邑上武蔵野市長

清原三鷹市長

講演会の様子

副会長挨拶　荒井副会長

『
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
』

　

通
常
総
会
終
了
後
の
午
後
４
時
20
分
よ
り
、
記
念
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。講
師
の
橋
本
五
郎
氏
は
、「
日

本
の
政
治
と
経
済
が
ど
う
な
る
か
な
ん
て
、
さ
っ
ぱ
り
わ

か
り
ま
せ
ん
ね
」
と
笑
い
を
誘
い
つつ
、
少
な
く
と
も
３

年
半
前
よ
り
良
く
なって
い
る
の
で
は
、
と
明
る
い
兆
し
を
示
し
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
は
政
治
記
者
と
し
て
の
経
験
か
ら
得

た
歴
代
首
相
の
人
と
な
り
な
ど
に
ふ
れ
、
日
本

の
政
治
家
の
あ
る
べ
き
姿
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
故
郷
秋
田
県
の
亡
き
母
の
生
き
方
に

想
い
を
馳
せ
、
会
場
か
ら
は
思
わ
ず
も
ら
い
泣

き
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
90
分
の
講
演
は
盛
大
な

拍
手
で
終
了
し
ま
し
た
。

演題

読
売
新
聞
社
特
別
編
成
委
員

橋 

本   

五 

郎 

氏

講師
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記
念
講
演
会

第２部



 

概
　
況　
　
　

　

明
る
さ
は
見
え
て
き
た
が
、
課
題
は
山
積

  　
バ
ブ
ル
が
弾
け
て
以
降
の
停
滞
す
る
我
が
国
の
実
情
を
称
し
て
、
失
わ
れ
た
10
年
と
か
20
年

な
ど
と
言
わ
れ
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
に
東
日
本
大
震
災
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
さ
ら
に
根
本
的

な
問
題
解
決
の
糸
口
さ
え
見
い
だ
せ
な
い
原
発
事
故
の
後
遺
症
が
国
全
体
に
重
く
の
し
か
か
り
、

明
る
い
展
望
が
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
平
成
24
年
度
も
推
移
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
昨
年
12
月
、

衆
議
院
選
挙
で
自
民
党
が
圧
勝
し
３
年
ぶ
り
に
政
権
に
返
り
咲
い
て
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
重
苦

し
い
空
気
に
明
る
さ
が
少
し
見
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
明
け
か
ら
の
円
安
、
株
式
市
場

の
活
況
と
いっ
た
明
る
い
ニュ
ー
ス
は
必
ず
し
も
私
た
ち
中
小
企
業
経
営
者
に
と
って
は
、
ま
だ
そ

の
手
ご
た
え
を
感
じ
る
ま
で
に
は
至
って
お
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
の

先
、
経
済
や
社
会
の
様
相
が
ど
う
変
わ
る
か
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

　

連
帯
・
挑
戦
・
貢
献
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

  　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、「
公
益
社
団
法
人
」
に
移
行
し
て
２
年
目
を
迎
え
た
当
武
蔵
野
法

人
会
は
、
引
き
続
き
当
会
の
指
針
で
あ
る〝
よ
き
経
営
者
の
団
体
〞と
し
て
、
関
係
当
局
を
は
じ

め
各
友
誼
団
体
及
び
近
隣
法
人
会
と
の
密
接
な
連
携
を
保
ち
つつ
、
税
の
啓
蒙
活
動
や
電
子
申

告ｅ―

Ｔａｘ・ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
推
進
、
研
修
機
会
や
経
営
情
報
の
提
供
等
を
通
じ
た
会
員
企
業
の

経
営
支
援
、
並
び
に
地
域
に
対
す
る
社
会
貢
献
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
重
点
施
策
に
お
い
て
は
、
形
だ
け
で
は
な
く
名
実
共
に
公
益
社
団
法
人
と
し

て
の
体
裁
と
中
身
を
整
え
、
地
域
社
会
に
お
け
る
必
要
性
と
存
在
感
を
増
す
べ
く
、
我
々
自
身

が
元
気
に
な
る
よ
う
な
事
業
を
次
の
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
下
、
従
来
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、

費
用
対
効
果
を
考
え
な
が
ら
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
流
し
な
が
ら
、
地
域
最
大
の
会
員

組
織
を
持
つ
当
会
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

大運動会

パネルディスカッション

平
成
24
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

｜

第
１
号
議
案｜

第
47
回  

通
常
総
会

平成２4年度  事業報告

　
【
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

■「
会
員
・
仲
間
で
楽
し
く
力
を
あ
わ
せ
て
」（
連
帯
）

　
　

■「
新
た
な
法
人
会
作
り
を
め
ざ
し
て
い
く
」（
挑
戦
）

　
　

■「
そ
し
て
そ
の
事
が
地
域
・
社
会
の
た
め
に
な
る
」（
貢
献
）

　

初
の
大
運
動
会
・
３
市
長
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・

　

財
務
省
と
の
意
見
交
換
会

  

　
こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
、10
月
に
は
各
支
部
対
抗
の
「
大

運
動
会
」
を
開
催
し
、
700
余
名
の
会
員
が
一
堂
に
会
し
、

支
部
対
抗
戦
形
式
で
普
段
交
流
の
な
か
っ
た
支
部
会
員
同

士
が一つ
に
な
り
結
束
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
事
業
に
は
地
元
警
察
署
や
消
防
署
の
協
力
を
得
て
、
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め
の
展
示
ブ
ー
ス
を
出
展
い
た
だ
き

地
域
貢
献
に
も
努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
物
販
協
力
も
行
い
ま

し
た
。
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て

大
運
動
会
は
他
の
単
位
会
も
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
ほ

ど
の
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ま
だ
大
運
動
会
の
興
奮
も
冷
め
や
ら
な
い
う
ち
に
、
夏
期
経
営
者
講
座
に
代
わ
る

事
業
と
し
て
「
秋
期
経
営
者
講
座
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
記
念
イ

ベン
ト
と
し
て
武
蔵
野
・
三
鷹
・
小
金
井
の
三
市
の
市
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
「
行

政
と
武
蔵
野
法
人
会
の
関
わ
り
方
に
つい
て
」
を
開
催
し
、
中
央
線
を
軸
に
行
政
区
域
が
隣
接

す
る
三
市
の
市
長
に
、
当
会
に
期
待
す
る
こ
と
、
行
政
が
抱
え
る
課
題
、
地
域
の
活
性
化
施

策
な
ど
を
自
由
に
語
って
い
た
だ
き
、
行
政
と
法
人
会
と
の
距

離
が
一
気
に
近
く
な
り
、
地
域
最
大
の
組
織
と
し
て
三
市
に

強
烈
な
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
画
期
的
な
こ
と
と
し
て
、
暮
れ
の
押
し
迫
っ
た
時
期

で
し
た
が
「
事
業
承
継
税
制
の
改
正
」
に
関
す
る
財
務
省
と

の
「
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
法
連

か
ら
の
協
力
要
請
に
応
じ
た
も
の
で
し
た
が
、
他
の
単
位
会
に

先
駆
け
て
東
法
連
傘
下
の
単
位
会
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
開
催

し
、
実
際
の
改
正
に
当
会
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
結
果
と
な

り
、
こ
こ
で
も
当
会
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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平成24年度

収支決算
単位：千円

尚、詳細データをご覧になりたい方は、武蔵野法人会のホームページにアクセス
されるか、もしくは『総会議案書』を武蔵野法人会事務局までご請求ください。

  　

新
し
い
試
み
「
絵
葉
書
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
３
０
９
件
の
応
募

  　
ま
た
、
本
部
事
業
に
限
ら
ず
、
支
部
・
部
会
に
あ
って
も
従
来
に
な
い
発
想
で
内
容
の
充
実

し
た
企
画
が
目
白
押
し
と
な
り
、
一
般
市
民
を
含
め
多
く
の
集
客
を
実
現
し
、
こ
こ
で
も
地
域

に
お
け
る
法
人
会
の
存
在
感
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
税
の
啓
蒙
活
動
の
一
環
と

し
て
租
税
教
室
で
培
っ
た
実
績
か
ら
、
新
た
な
取
り
取
り
組
み
と
し
て
小
学
生
を
対
象
と
す
る

「
絵
葉
書
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
夏
期
、
冬
期
の
２
回
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
が
、

２
回
で
合
計
309
件
に
及
ぶ
応
募
作
品
が
あ
り
、
優
秀
以
上
の
作
品
は
武
蔵
野
税
務
署
の
正
面

玄
関
掲
示
板
に
掲
示
さ
れ
、
多
く
の
来
訪
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
租
税
教
室
は
20
校
、
１
４

０
０
人
を
超
え
る
小
学
生
、
専
門
学
校
生
を
対
象

に
行
い
ま
し
た
が
、
女
性
部
会
の
み
な
ら
ず
青
年
部

会
の
メ
ン
バ
ー
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
受
け
入
れ

小
学
校
、
専
門
学
校
の
先
生
方
か
ら
は
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　

会
員
数
は
12
年
ぶ
り
に
、
年
度
末
が
年
初
を
上
回
っ
た

   
　

最
後
に
、
毎
年
懸
案
と
な
って
い
た
会

員
減
少
の
問
題
に
関
し
て
は
、
役
員
を

中
心
に
強
い
危
機
感
を
持
って
取
り
組
ん

だ
結
果
、
年
間
新
規
会
員
獲
得
目
標
250

社
に
対
し
19
社
を
上
回
る
269
社
が
新
た

に
我
々
の
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
何
よ
り
も
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た

の
は
、
12
年
ぶ
り
に
年
度
末
の
会
員
数

が
年
初
の
会
員
数
を
上
回
る
と
い
う
成

果
を
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
東
法
連
傘
下
の
各
単
位
会
が
軒
並
み
会
員
数
を
減
ら
す
中
で

当
会
は
対
前
年
比
で
会
員
数
が
39
社
も
増
加
し
ま
し
た
。
事
業
の
活
性
化
は
こ
の
会
員
数
の
増

減
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
平
成
24
年
度
は
画
期
的
な
年
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
も
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、
公
益
社
団
法
人
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
意
義
あ
る
諸
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
期
待
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

絵はがきコンクール

新入会員歓迎会

｜第２号議案｜

次期繰越金

　　24,511千円

支出総額
78,512千円

事業費
70,378千円
（90％）

その他
931千円
（1％）

管理費
7,203千円

（9％）

収入総額
103,023千円

会費収入
45,867千円
（45％）

雑収入
3,449千円

（3％） その他
23千円
（0.1％）

前期繰越金
24,877千円
（24％）

負担金収入
3,831千円
（3.9％）

補助金収入
12,134千円
（12％）

事業収入
12,842千円
（12％）
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１
．
基
本
方
針　
　
　

　

公
益
法
人
に
移
行
し
３
年
目
を
迎
え
る
25
年
度
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
必
要
性
と
存
在

感
を
さ
ら
に
増
す
こ
と
、〝
よ
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
〞
と
し
て
自
ら
を
高
め
る
会
員

に
対
し
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
従
来
の
や
り
方
を
ゼ
ロ
リ
セ
ッ
ト

で
見
直
し
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
な
が
ら
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
行
な
い
、
全
組
織
の
役

員
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
汗
を
流
し
、
一
致
団
結
し
、
地
域
最
大
の
会
員
組
織
を
持
つ
当
会
の

総
力
を
挙
げ
て
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
【
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　
■「
会
員
・
仲
間
で
楽
し
く
力
を
あ
わ
せ
て
」（
連
帯
）

　
　
■「
新
た
な
法
人
会
作
り
を
め
ざ
し
て
い
く
」（
挑
戦
）

　
　
■「
そ
し
て
そ
の
事
が
地
域
・
社
会
の
た
め
に
な
る
」（
貢
献
）

２
．
会
全
体
に
わ
た
る
課
題

　

基
本
方
針
に
則
り
、
以
下
の
留
意
事
項
を
踏
ま
え
事
業
、
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
。

⑴　

24
年
度
の
実
施
事
業
、
施
策
に
つい
て
、〝
費
用
対
効
果
〞の
観
点
か
ら
レ
ビュー
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
25
年
度
実
施
事
業
の
立
案
に
反
映
さ
せ
る
。（
か
か
っ
た
費
用
、
参
加
人
数
、

参
加
者
の
評
価
、
主
催
者
の
自
己
評
価
等
）

⑵　

事
業
を
実
施
す
る
目
的
、
参
加
人
員
の
目
標
、
見
込
み
予
算
を
明
確
に
し
、
十
分
な

準
備
期
間
を
設
け
、
計
画
性
を
高
め
、
か
つ
組
織
立
って
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
。

⑶　

会
員
が
何
を
求
め
て
い
る
か
を
よ
く
精
査
し
、
会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
事
業
、
施
策
を

展
開
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
実
施
事
業
、
施
策
に
つい
て
は
極
力
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
実

施
結
果
を
評
価
す
る
。

⑷　

理
事
会
、
各
委
員
会
で
審
議
、
報
告
さ
れ
た
こ
と
は
、
支
部
・
部
会
を
代
表
す
る
役

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
・
部
会
メ
ン
バ
ー
に
正
確
、
迅
速
に
報
告
す
る
よ
う
努
め
る
。

⑸　

各
支
部
に
所
属
す
る
一
般
会
員
に
対
し
、
木
目
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
退
会
防
止

平
成
25
年
度
事
業
計
画
報
告
の
件

｜

第
３
号
議
案｜

第
47
回  

通
常
総
会

平成２5年度  事業計画

に
つ
な
げ
る
。（
情
報
提
供
、
事
業
への
誘
い
等
）

⑹　

財
政
基
盤
の
強
化
に
寄
与
す
る
収
益
事
業
を
拡
大
発
展
さ
せ
、
そ
の
こ
と
を
も
って
会

員
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
げ
る
。

⑺　

事
務
局
機
能
の
強
化
、
見
直
し
を
図
り
、
支
部
・
部
会
・
委
員
会
活
動
を
効
率
よ
く

支
援
す
る
仕
組
み
作
り
を
行
う
。

⑻　

各
組
織
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
の
組
織
に
水
平
展
開
さ
せ
る
べ
く
、
支
部
間
交
流
を
増
や

す
と
共
に
他
の
単
位
会
と
の
交
流
を
図
る
。

⑼　

広
報
委
員
会
と
の
連
携
を
深
め
、
実
施
事
業
・
施
策
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
告
知
に
努
め
る
。

⑽　

現
行
の
委
員
会
組
織
、
支
部
組
織
、
部
会
組
織
の
在
り
方
に
つい
て
検
討
し
、
新
し
い

法
人
会
に
相
応
し
い
組
織
体
制
と
す
る
た
め
、
25
年
度
は
現
行
組
織
を
検
証
す
る
年
と

位
置
付
け
る
。　

３
．
各
組
織
に
期
待
す
る
役
割
・
課
題

　

総
務
委
員
会　
　
　
　

財
政
基
盤
の
強
化

公
益
社
団
法
人
指
導
監
督
基
準
に
則
っ
た
会
の
運
営
を
適
正
に
行
う
た
め
の
諸
施
策
を
推
進

す
る
と
共
に
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
収
支
計
画
の
策
定
、
運
用
に
貢
献

す
る
と
共
に
収
益
事
業
に
よ
り
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。
さ
ら
に
、
会
全
体
の
効
率
運

営
を
図
る
た
め
の
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

　　

組
織
委
員
会　
　
　
　

組
織
的
な
活
動
に
よ
り
会
員
減
少
に
歯
止
め

新
規
会
員
の
獲
得
と
同
時
に
退
会
防
止
に
つ
な
が
る
組
織
活
動
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
、

具
体
的
な
施
策
を
展
開
し
、
会
員
数
の
減
少
傾
向
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
期
初
と
期
末

会
員
数
が
同
等
も
し
く
は
増
加
傾
向
に
転
じ
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

事
業
研
修
委
員
会　
　

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
事
業
を
企
画

会
員
企
業
の
経
営
者
及
び
そ
の
従
業
員
の
資
質
の
向
上
及
び
会
員
の
結
束
を
高
め
る
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
事
業
を
、
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
な
が
ら
強
力
に
推
進
す
る
。
ま
た
、
公
益
性

を
高
め
、
一
般
の
方
々
の
参
加
が
期
待
で
き
る
事
業
を
企
画
立
案
、
実
行
す
る
。

　
　

　

税
制
委
員
会
　　
　
　

税
制
改
正
の
実
現
を
図
る

法
人
会
の
拠
って
立
つ〝
税
〞
を
テ
ー
マ
に
、
税
に
関
し
て
広
く
会
員
、
地
域
か
ら
意
見
を
吸

い
上
げ
、
東
法
連
、
全
法
連
を
通
し
て
税
制
改
正
の
実
現
を
図
る
。
ま
た
、
税
制
・
税
務

に
関
す
る
説
明
会
、
研
修
会
を
開
催
す
る
他
、
会
員
及
び
一
般
の
方
々
に
対
す
る
適
切
な
税
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平成25年度

収支予算
単位：千円

尚、詳細データをご覧になりたい方は、武蔵野法人会のホームページにアクセス
されるか、もしくは『総会議案書』を武蔵野法人会事務局までご請求ください。

支出総額
96,917千円

事業費
63,686千円
（66％）

次期繰越金
25,494千円
（26％）

管理費
7,737千円
（8％）

96,917千円
会費収入
45,000千円
（46％）

前期繰越
24,511千円
（25％）

事業収入
9,840千円
（10％）

負担金収入
2,420千円
（2％）

補助金収入
12,359千円
（13％）

雑収入
2,787千円
（4％）

収入総額

情
報
の
広
報
、
周
知
に
努
め
、
正
し
い
納
税
意
識
を
高
め
る
。

　　

広
報
委
員
会　
　
　
　

タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
高
品
位
な
情
報
発
信

紙
媒
体（
広
報
誌「
ほ
う
じ
ん
む
さ
し
の
」）と
電
子
媒
体（
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
）の
特
性
を
活
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
で
取
り
上
げ
る
べ
き
も
の
を
精
査
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
高
品
位
な
情
報
発

信
に
努
め
る
。ま
た
、各
組
織
の
動
き
と
連
動
さ
せ
た
戦
略
的
な
広
報
誌
面
作
り
を
目
指
す
。

　

厚
生
委
員
会　
　
　
　

魅
力
あ
る
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
込
み

　

会
員
企
業
の
福
利
厚
生
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
ゼ
ロ
リ

セ
ッ
ト
で
見
直
し
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
も
の
は
残
し
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
省
き
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
取
り
込
む
。
ま
た
、
会
員
同
士
の
親
睦
に
つ
な
が
る
企
画
に
お
い
て
も
、
従
来
に

な
い
発
想
で
費
用
対
効
果
の
上
が
る
新
企
画
を
立
案
し
、
実
施
す
る
。

　
社
会
貢
献
委
員
会　
　

地
域
に
密
着
し
存
在
感
を
示
す

地
域
社
会
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
存
在

感
を
示
し
、
そ
の
活
動
の
基
本
と
な
る
公
益
活
動
に
結
び
つ
き
易
い
、
地
域
に
密
着
し
た
種
々

の
社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
。

◆
支
部
活
動
の
推
進　
　

　

会
員
間
の
強
い
結
束
と
法
人
会
全
体
の
活
性
化
は
、
支
部
活
動
の
如
何
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
と
の
認
識
の
下
、
支
部
単
独
で
の
活
動
は
会
員
相
互
の
親
睦
に
寄
与
す
る
共
益
活
動
に
シ

フ
ト
し
、
公
益
活
動
は
他
支
部
・
本
部
と
の
協
業
形
式
で
の
活
動
を
企
画
し
、
一
般
の
方
々
を

広
く
集
客
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

◆
部
会
活
動
の
推
進

●
青
年
部
会
は
さ
ら
に
結
束
力
を
高
め
、
若
さ
を
武
器
に
、
各
委
員
会
、
支
部
と
協
業
し
な

が
ら
組
織
横
断
的
に
諸
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
租
税
教
室
の
有
力
な
担
い
手
と
し

て
女
性
部
会
と
連
携
し
幅
広
く
活
動
す
る
。

　

女
性
部
会
は
租
税
教
室
の
継
続
的
な
改
善
に
努
め
、学
校
教
育
の
一
翼
を
担
う
団
体
と
し
て
、

さ
ら
に
そ
の
存
在
価
値
を
高
め
る
よ
う
努
め
る
。

●
源
泉
部
会
、
運
輸
部
会
、
不
動
産
賃
貸
経
営
部
会
の
各
業
種
部
会
は
税
制
面
で
の
提
言
活

動
を
始
め
、
当
会
の
運
営
に
も
寄
与
す
る
よ
う
に
業
種
独
自
の
活
動
を
展
開
す
る
。

●
会
員
ニ
ー
ズ
を
拾
い
、
新
た
な
業
種
部
会
の
組
織
化
を
検
討
す
る
。

｜第４号議案｜
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■ 
吉
祥
寺
北
第
二
支
部

　

 　
　

櫻
井
商
事
株
式
会
社 

櫻　

井　

大　

代

 　■ 

吉
祥
寺
南
支
部

　

 　
　

株
式
会
社 

エ
ス
ア
ン
ド
シ
ー

 

野　

村　

澄　

子
 　■ 

武
蔵
野
西
支
部

　

 　
　

茂
建
設
株
式
会
社

沼　

澤　

憲　

夫

■ 

武
蔵
野
西
支
部

　

 　
　

清
本
建
設
株
式
会
社 

清　

本　

正　

法

 　■ 

武
蔵
野
西
支
部

　

 　
　

株
式
会
社 

Ｍ
Ｃ
Ｓ

 

鈴　

村　
　
　

博

■ 

武
蔵
野
西
支
部

　

 　
　

株
式
会
社 

榎
本
興
産 

榎　

本　

勝　

治

 　■ 

三
鷹
東
支
部

　

 　
　

有
限
会
社 

コ
マ
企
画 

高　

麗　
　
　

元

 　■ 

三
鷹
東
支
部

　

 　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
む
さ
し
の
み
た
か

　

 　
　

市
民
テ
レ
ビ
局

 

松　

島　
　
　

宏

 　■ 

三
鷹
西
支
部

　
 　

　

有
限
会
社 

甚
野
企
画 

甚　

野　

健　

治

 　■ 

小
金
井
南
支
部

　

 　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
が
ね
い
ね
っ
と 

根　

本　

秀　

政

 　■ 

小
金
井
南
支
部

　

 　
　

有
限
会
社 

ラ
イ
テ
ッ
ク
ス 

井　

上　

輝　

雄

永
年
勤
続
役
員
表
彰

順
不
同　

敬
称
略

■ 

小
金
井
南
支
部

 　

 　
　

株
式
会
社 

三
晃
小
金
井
店 

渡　

辺　

礼　

子

 　■ 

小
金
井
北
支
部

　

 　
　

税
理
士
法
人

　

 　
　

東
京
さ
く
ら
会
計
事
務
所 

横　

尾　

政　

明

 　■ 

小
金
井
北
支
部

　

 　
　

ア
リ
ス
株
式
会
社 

石　

原　

孝　

治

 　■ 

運
輸
部
会

　

 　
　

有
限
会
社 

ノ
ア
ラ
イ
ン 

柏　

崎　
　
　

孝

以
上 

15
名

■ 

吉
祥
寺
北
第
二
支
部

　
 　

　
横
河
パ
イ
オ
ニ
ッ
ク
ス
株
式
会
社 

山　

本　

知　

章

退
任
役
員
表
彰

順
不
同　

敬
称
略

25

■ 

三
鷹
東
支
部

 　

 　
　

篠
崎
運
送
有
限
会
社 

篠　

崎　

幸　

子

 　

 　
　
（
故
人
）　

 　■ 

小
金
井
北
支
部

　

 　
　

有
限
会
社 

高
岡
機
工

橋　

本　

健　

二

 　■ 

女
性
部
会

　

 　
　

有
限
会
社
共
進
プ
ロ
セ
ス 

中　

尾　

淳　

子

 　■ 

女
性
部
会

　

 　
　
株
式
会
社 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
な
ぎ 

佐　

薙　

輝
代
子

 　■ 

女
性
部
会

　

 　
　

佐
々
木
運
輸
株
式
会
社 

佐
々
木　

ひ　

さ

以
上　

６
名
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会長

竹内 政司
竹内運輸工業㈱

副会長

横尾 和儀
税理士法人 東京さくら会計事務所

副会長

中野 信一
㈲ナヒロ

副会長

五十嵐 保
㈱五十嵐工業所

有村 孝文
㈱ビズコム・インターナショナル

宮下 真一
みすゞ 建設㈱

藤橋 清治
㈱オール設計

星野 栄美
大栄製菓㈱

小山 雅巳
㈲小山設計事務所

常任理事 常任理事 常任理事［社会貢献委員長］ 常任理事［厚生委員長］ 常任理事［広報委員長］

清水 宏益
清水商事㈱

伊藤 隆子
武蔵野硝子㈱

高橋 佳幹
コメット電機㈱

三澤 建美
㈲開明塾

加幡 英雄
多摩信用金庫

常任理事［税制委員長］ 常任理事［事業研修委員長］ 常任理事［組織委員長］ 常任理事［総務委員長］ 常任理事

［敬称略］

副会長

信山 勝由
つくば家石材 ㈱

副会長

髙橋　 勇
㈱武蔵境自動車教習所

副会長

荒井 伸吉
㈱リベスト

第47回通常総会において、平成25～26
年度の新しい役員が選任されました。
新世紀の武蔵野法人会の発展に精一杯頑張
ります。宜しくお願い致します。 新

役
員ご

紹
介

吉・北
第一支部長

吉・北
第二支部長

ほうじん むさしの11
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石黒 秀男
㈱マルシン

岡　 正典
㈱三鷹金属化工所

吉田 政利
㈲ワイズパートナー

木村 和史
平山モータース㈱

飯村 雅洋
㈲ワールドマックス

安藤 裕朗
㈱安藤商事

小野山 武男
小野山興産㈱

倉田 征子
㈲製品デザイン研究所

久保田 光弘
㈱久保田工業

村越 政雄
㈱ムラコシ精工

高橋 秀樹
㈱ランドマンシップ

田中 忠彦
㈲田中商店

山内 明伸
横河電機㈱

大澤 智恵子
㈱劇団め組

白旗 定幸
マナ建築設計室㈲

髙橋 栄治
㈲大山商事

沼澤 憲夫
茂建設㈱

岩澤　 勝
㈱ハーモニック

斎藤 興一
㈱斉藤工務店

臺　 孝之
ウテナ・リアルエステート㈱

山本 康雄
㈲Ｒ＆Ｍ’ カシマ

倉林 秀樹
㈱ライフデザイン

谷口 清一
㈲グリフォン

後藤 敏夫
㈱フジパレス

高麗　 元
㈲コマ企画

理事 三・東副支部長
厚生副委員長

理事 吉・北第一副支部長
事業研修副委員長

常任理事［小・南支部長］ 常任理事［三・西支部長］ 常任理事［三・東支部長］ 常任理事［武・西支部長］ 常任理事［吉・南支部長］

理事 吉・北第一副支部長
総務副委員長 常任理事［女性部会長］ 常任理事［青年部会長］ 常任理事［小・北支部長］

理事 理事 理事 吉・北第二副支部長
総務副委員長 理事 理事 吉・北第一副支部長

税制副委員長
吉・北第一副支部長
社会貢献副委員長

吉・北第二副支部長
組織副委員長

理事 武・西副支部長
事業研修副委員長 理事 理事 理事 吉・南副支部長

総務副委員長理事

理事 三・東副支部長
事業研修副委員長 理事 理事 武・西副支部長

税制副委員長理事

吉・南副支部長
広報副委員長

吉・北第二副支部長
税制副委員長

吉・南副支部長
税制副委員長

武・西副支部長
総務副委員長

武・西副支部長
社会貢献副委員長

三・東副支部長
総務副委員長

MUSASHINO HOUJINKAI
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井野 拓輝
㈱ジョイフル観光

窪田 直隆
㈱ウイル

木口 敏幸
㈲木口機械製作所

五十嵐 明和
㈲クレアールオフィス

理事 小・南副支部長
税制副委員長

理事 三・西副支部長
事業研修副委員長 理事 三・西副支部長

組織副委員長 理事 三・西副支部長
総務副委員長 理事 三・東副支部長

社会貢献副委員長

髙橋 俊雄
㈲アーバンスペース

耕納 善子
㈱健康館

狩野 和太郎
㈱吾妻

川井 信良
㈱文伸

甚野 健治
㈲甚野企画

宮本 　隆
宮本運送㈱

榎本 勝治
㈱榎本興産

横尾 政明
税理士法人東京さくら会計事務所

小川 和男
㈱Ｋ＆Ｍ

鈴木　 茂
筑波運輸建設㈱

山口 義男
㈱三鷹冷暖房

河田 敏夫
㈱サンバレー

野村 澄子
㈱エスアンドシー

新津 行博
㈱新栄

清本 正法
清本建設㈱

監事

清水 　勉
㈱アイコム

理事 理事 理事

理事 三・西副支部長
税制副委員長

理事［運輸部会長］ 理事［源泉部会長］ 理事 理事

理事 小・北副支部長
総務副委員長

監事 監事 理事［女性部会副部会長］ 理事［青年部会副部会長］

理事［不動産賃貸経営部会長］

小・南副支部長
総務副委員長

三・西副支部長
広報副委員長

小・南副支部長
組織副委員長

小・北副支部長
組織副委員長

小・北副支部長
税制副委員長
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武
蔵
野
法
人
会
よ
り
22
人
が
受
賞

当
会
か
ら
の
受
賞
者

　

さ
る
６
月
17
日
（
月
）、
一
般
社
団
法
人
移
行
後
の
第
１
回
目
の
東
京
法
人
連
合

会
の
通
常
総
会
が
明
治
記
念
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
竹
内
会
長
が
出

席
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
法
人
会
活
動
や
会
員
増
強
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
へ
の
感

謝
状
お
よ
び
記
念
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
当
会
か
ら
は
実
に
22
人
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
た
。
特
に
、
会
員
増
強
表
彰
に
お
い
て
は
、
単
位
会
を
代
表
し
て
青
年
部
会
の

久
保
田
部
会
長
が
壇
上
で
池
田
会
長
よ
り
表
彰
を
受
け
る
栄
誉
に
浴
し
た
。
ま
た
、

昨
年
東
京
国
税
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
中
尾
前
女
性
部
会
長
、
東
京
都
主
税
局
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
信
山
副
会
長
が
、
改
め
て
壇
上
で
紹
介
さ
れ
た
。

◆
全
法
連
功
労
者
表
彰

 

　

中　

野　

信　

一 

氏　
■
副
会
長

 

　

村　

越　

政　

雄 

氏　
■
理
事
・
小
金
井
北
支
部
長

◆
東
法
連
功
労
者
表
彰

 

　

竹　

内　

政　

司 

氏　
■
会
長

 

　

伊　

藤　

隆　

子 

氏　
■
常
任
理
事
・
事
業
研
修
委
員
長

 

　

岡　
　
　

正　

典 

氏　
■
常
任
理
事
・
三
鷹
西
支
部
長

 

　

藤　

橋　

清　

治 

氏　
■
常
任
理
事
・
社
会
貢
献
委
員
長

 

　

星　

野　

栄　

美 

氏　
■
常
任
理
事
・
厚
生
委
員
長

 

　

橋　

田　

英　

彦 

氏　
■
理
事
・
小
金
井
北
副
支
部
長

◆
東
法
連
会
員
増
強
功
労
者
表
彰

 

　

竹　

内　

政　

司 

氏　
■
会
長

 

　

荒　

井　

伸　

吉 

氏　
■
副
会
長

 

　

藤　

野　

和　

雄 

氏　
■
理
事
・
吉
祥
寺
北
第
一
支
部
長

 

　

飯　

村　

雅　

洋 

氏　
■
理
事
・
吉
祥
寺
南
支
部
長

 

　

吉　

田　

政　

利 

氏　
■
理
事
・
三
鷹
東
支
部
長

 

　

榎　

本　

勝　

治 

氏　
■
理
事
・
源
泉
部
会
長

 

　

宮　

下　

真　

一 

氏　
■
理
事
・
組
織
副
委
員
長

 

　

是　

枝　

嗣　

人 

氏　
■
理
事
・
組
織
副
委
員
長

 

　

久
保
田　

光　

弘 

氏　
■
理
事
・
事
業
研
修
副
委
員
長

 
　

上　

床　

敬　

子 

氏　
■
組
織
委
員

 
　

和
田
山　

明　

美 

氏　
■
組
織
委
員

 

　

伊　

藤　

さ
と
み 

氏　
■
社
会
貢
献
委
員

第
１
回

一
般
社
団
法
人　

 

東
法
連 

通
常
総
会
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支
部
・
部
会
・
委
員
会

2013
月

◎ 

吉
祥
寺
南
支
部

「
世
界
を
知
る
シ
リ
ー
ズ
」

講
演
を
開
催

や
る
な
ら
今
で
し
ょ
！

日
常
生
活
の
中
で
防
災
対
策
を
！

全
体
会
議

◎ 

三
鷹
東
支
部

研
修
会

◎ 

三
鷹
東
支
部

ボ
ー
リ
ン
グ
で
地
域
と
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

５
月
28
日
（
火
）
午
後
６
時
よ
り
三
鷹
市
立
高
山
小
学
校
に

て
、「
今
必
要
な
防
災
対
策
〜
い
つ
や
る
ん
で
す
か
？
『
今
』
で

し
ょ
！
」
の
表
題
で
地
区
別
ミ
ニ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
三
鷹
市
総
務
部
防
災
課
よ
り
大
倉
誠
課
長
、
東
京

消
防
庁
三
鷹
消
防
署
警
防
よ
り
兵
藤
守
彦
課
長
を
お
迎
え
し
、

20
人
の
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
活

発
な
質
疑
応
答
も
あ
り
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

山
田
誠
一
郎
）

　
４
月
９
日（
火
）吉
祥
寺
東
急
イ
ン
に
て
全
体
会
議
を
開
催
。

武
蔵
野
税
務
署
よ
り
町
田
副
署
長
と
金
谷
統
括
と
藤
井
上
席
、

法
人
会
か
ら
は
竹
内
会
長
、
荒
井
副
会
長
、
高
橋
副
会
長
、
中
尾

女
性
部
会
長
、
矢
島
青
年
部
会
長
に
も
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
竹
内
会
長
に
よ
る
基
調
講
演「
ブ
ラ
ジ
ル
」、
第

３
部
で
は
懇
親
会
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
吉
祥
寺
南
支
部　
岩
澤　
勝
）

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

詳
細
は
H
P
へ

4～6
　

６
月
11
日（
火
）、 

午
後
６
時
30
分
よ
り
、 

吉
祥
寺
第
一
ホ
テ

ル（
東
京
ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）に
て「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
」を
開
催
。71
人
の
参
加
が
あ
り
白
熱
し
た

プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
じ
く
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
名
目
で
募
金
箱
を
設
け

て
、（
社
）
三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
募
金
を
行
い
ま
し
た
。

他
支
部
、
青
年
部
会
か
ら
も
多
数
の
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

山
田
誠
一
郎
）

平
成
25
年
度
春
の
叙
勲
に
際
し
、
武
蔵
野
法
人
会
の
会
員
が
次
の
よ
う

な
受
賞
を
さ
れ
ま
し
た
。
功
績
を
た
た
え
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

おめでとうございます！
武蔵野法人会会員の
叙 勲 報 告

井  

口　

良  

美 

さ
ん

武
蔵
野
西
支
部
　

有
限
会
社  

井
良
興
産

旭
日
双
光
章
褒
章
受
章

三
野
輪  

賢  

治 

さ
ん

武
蔵
野
西
支
部
　

三
成
建
設  

株
式
会
社

黄
綬
褒
章
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　憧れのまち吉祥寺の皆さんに貢献したい
　私にとって吉祥寺は、学生時代からたびたび訪れ
ていた憧れのまちで、念願叶って住み始めて３年、
「ペンタラボ」を起業して１年になります。吉祥寺図
書館のすぐ横にあるi-office吉祥寺を拠点に、ホーム
ページや広告制作、ネットでの集客方法や自社ＰＲ
のご相談などの事業が少しずつ軌道に乗ってきたと
ころです。
　ペンタラボの理念はHappy ＆Useful。お客様がイ
ンターネットを通じて明るく幸せに楽しんでいただ
けるサービスを提供したいと考えています。社名の
ペンタは「５」の意味で、ホームページ制作、デザイ
ン、アプリ開発、ＩＴコンサルタント、地域貢献の５
事業を柱にしたいという願いを込めています。

　インターネット・デザイン・スマホでお手伝い
　私はもともと家庭用テレビゲームが大好きで、そ
れが高じてゲーム制作会社に就職。パソコンゲーム
のキャラクターデザインやイラストのほか、人事部
門も担当していました。さらに自分のホームページ
やツィッターを通してＩＴ関係の方々とのつながり
もできたことから、インターネット時代を予想して
ＩＴ会社に転職。その後ウェブデザイナー、プログ

ガンバル若手経営者

エッ
セ
イ

第92走者

「チームの一員」として
お客様とともに創りあげる
もっと見てもらえるホームページのお手伝い

　

小
学
校
３
年
生
か
ら
、
姉
が
や
っ
て
い
た
関
係

も
あ
り
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
中
学
１
年
生
か
ら
高

校
３
年
生
ま
で
の
６
年
間
、
横
河
武
蔵
野
Ｆ
Ｃ
の

育
成
組
織
で
、
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組
む
毎
日
で
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
は
飲
食
店
に
勤
め
て
い
ま
し
た

ラマーとともに合同会社として立ち上げました。
　お客様の要望に沿えるよう、私たちは「チームの
一員」という気持ちで企画とデザインを一貫してご
提案しています。ＩＴ業界はまだまだ男性社会で、
もっと女性向けのサービスがあればいいな、と考え
たことが起業の理由の一つでもあり、ファッション
など女性ならではの情報提供やスマートフォン対応
もしていく予定です。

　かかりつけのお医者さんのような存在を目指して
　起業して間もなくまだまだこれからですが、商店
や女性経営者の皆さんからは、ありがたいことに「気
軽に相談しやすい」と言っていただいています。地
元の皆さんと「こんにちは！」とあいさつを交わせる
環境には感謝しています。休日のカフェめぐりも楽
しみの一つです。
　これからは武蔵野や三鷹・小金井の地元企業や商
店の皆さんにとって、かかりつけのお医者さんのよ
うな存在としてお役に立てるよう、困った時には気
軽に声をかけていただき、事業を盛り上げるお手伝
いをしていければと思っています。

その20

吉祥寺本町 1－26－４　i-office吉祥寺

合同会社  ペンタラボ
みや おい

宮負　香織さん（38歳）
吉祥寺北第一支部

http://pentalab.co.jp/

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て

地
域
に
貢
献
し
た
い

　

白
石　

英
二

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

武
蔵
野
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
吉
祥
寺
北
第
二
支
部
）

サ
ッ
カ
ー
と
の
出
会
い
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「あなたは期待されている」
そのひとことで人は伸びる

ベテランの経営哲学

技術と人間性ともに豊かな美容師を育てたい

が
、
26
歳
の
時
、
夢
だ
っ
た
小
さ
い
お
店
を
吉
祥

寺
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
様
々
な
人
と
出
会
い
、
と
て
も
多
く
の
事
を
学

ん
だ
気
が
し
ま
す
。
リ
ア
ル
な
経
営
と
税
金
、
人

と
の
付
き
合
い
方
、
話
し
方
、
相
手
が
何
を
考
え
、

ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。
誰
も
教
え
て
く
れ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
常
に
自
問
自
答
し
な
が
ら
客

観
的
に
自
分
を
見
る
事
を
意
識
し
な
が
ら
、
365

日
ほ
ぼ
休
み
な
く
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
店
に
は
サ
ッ
カ
ー
仲
間
や
同
級
生
、
地
元

の
仲
間
な
ど
が
よ
く
来
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
色
々

と
話
す
中
で
、
お
店
だ
け
で
な
く
も
っ
と
地
域
の

仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
店
を
辞

め
、
現
在
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
仕
事
と
いって
も
特
に
何
が
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
を
通
じ
て
、
今
度
は
子
ど
も
た
ち
や

大
人
に
も
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
や
、
応
援
す
る
楽

し
さ
、
生
活
の
一
部
に
そ
う
いっ
た
楽
し
み
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
、
少
し
で
も
共
感
し
て
も
ら
え
れ

ば
い
い
の
か
な
と
思
って
い
ま
す
。

　

自
己
満
足
で
は
な
く
、
常
に
客
観
視
す
る
こ
と

を
忘
れ
ず
、
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
事
を
、
一つ
ひ
と
つ
行
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

自
分
個
人
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す

が
、
サ
ッ
カ
ー
と
地
域
を
テ
ー
マ
に
、
本
当
に
少
し

ず
つ
で
す
が
努
力
し
て
地
域
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
って
い
ま
す
。

　（
次
は
三
鷹
西
支
部
の
立
花
愛
子
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
）

は期待されている」というひとことで人は伸びるん
です。そうやって育った社員に、今度は会社が支え
られるのではないでしょうか。
　人の基本は「子どものしつけ」だと私は思います。
あいさつ、笑顔、三度の食事、約束を守る。美容師
はお客様と身近に接する職業ですから、その心根は
すぐ相手に伝わります。ある意味で大切なのは技術
力よりも人間力だと私は思っています。

　10年後の夢を語れる社長に
　４年前に社長を退き会長となりました。社長職は
40代に任せたい。若いトップが10年後の夢を語り
若いものを引っ張る。それでこそ組織は伸びると思
うのです。私は少し長居しすぎたのかもしれません
ね。そろそろ「会長はニコニコして、そこにいてく
れるだけでいいんですよ」といわれるような存在に
ならなくてはね（笑）。
　これからは地元への恩返しをはじめ、まだまだ挑
戦すべきことは山積みですが、今までと変わらず、
人と比べるのではなく自分自身の信念との競争だと
思っています。

　ヒトこそが財産
　10年勤めた美容院から独立して、小金井の農工大
通りに小さな店を構えたのが39年前。資金も人脈も
なく自分で内装工事も手掛けた店が安定し始めたこ
ろ、ともに高い志を持ってよい経営、よい人材教育
を目指そうという「東京三騎会」に出合いました。
　30代だった私は仕事のかたわら勉強会に参画。
従業員が夢と希望を持って仕事をするためには何が
必要か、何のための会社経営か、会社には何を残す
のかを突き詰めて考えました。以来、私は「燃えて
生きよう」を理念に掲げ、大切なのはカネでもモノ
でもない、ヒトこそが財産だという思いで人材育成
にこだわってきました。

　人を育てるには時間がかかる
　現在、関東近辺に美容院ＺＥＬＥグループはおよ
そ100店舗、従業員は1000人ほどいます。約150人
の新入社員を対象に、山中湖で行う３カ月間の研修
は30年ほど続いています。このほか海外研修や次
世代を育てる「若竹塾」なども開いてきました。何
事も継続するのは大変ですが大切にしています。
　人を育てるには時間がかかります。最初は型を教
え、本人が自ら伸びるのを待ち、見守る。「あなた

その20

小金井南支部

小金井市本町２－６－９　チェレスタＴ小金井３Ｆ

株式会社　ジュノン

平野　　尚さん（67歳）
まさる

http://zele-net.com

地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
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●ミミリチ　パントマイム劇場

【日　時】 2013年 7月31日（水）、8月1日（木）、2日（金）
 各日とも14：00～15：30
 ＊３日間参加で完結するワークショップです。
【会　場】 三鷹市公会堂　さんさん館（旧別館）三鷹市野崎1－1－1
【講　師】 佐藤浩希ほかARTE Y SOLERA（アルテ  イ  ソレラ）団員、
 ギタリスト1名
【対　象】 小学生とご家族（大人）のペア
【定　員】 30組（二人一組を基本としています）
＊その他ご家族の方も参加される場合は、小学生 500円、大人 1,500円
をいただきます。

【持ち物】 動きやすい服装、体育館シューズ
【申し込み・問い合わせ】チケット制　要電話予約
 三鷹市芸術文化振興財団　ＴＥＬ：０４２２－４７－５１２２

●親子ワークショップ
　「はじめてのフラメンコ」

● 田真由美・佐藤浩希フラメンコ舞踊団
ARTE Y SOLERA BAYS　 That's FLAMENCO

チャップリンとバスター・キートンを併せた面白さ！
ボリショイ・サーカスを生んだサーカス王国・旧ソビエト
で誕生し、マルセル・マルソーとの出会いを機に世界へ！
　英国・ドイツの国際コンクールで注目を集め、全米を
笑いの渦に巻き込んだ道化師達が武蔵野に襲来!!

童謡や子ども達がよく知っている曲などを使って、親子でいっしょ
にリズム遊びをしながらフラメンコを覚えてみませんか？

【日　時】 2013年7月29日（月）19：00開演
【会　場】 武蔵野市民文化会館 小ホール
            武蔵野市中町３－９－11 
【チケット】全席指定（3歳以上要チケット）
 一般 4,500円　友の会 3,000円

【日    時】 2013年 8月4日（日） 15：00開演
【会　場】 三鷹市公会堂　さんさん館（旧別館）三鷹市野崎1－1－1
【チケット】全席指定　会員 S席6,300円・A席5,400円
 　　　　　一般 S席7,000円・A席6,000円
U-23席(23歳以下) 4,000円（中学生以上の方は公演当日に学生証または
年齢が確認できるものをご持参ください）＊未就学児は入場できません。

【問い合わせ】三鷹市芸術文化振興財団　ＴＥＬ：０４２２－４７－５１２２ ⓒHiroyuki Kawashima

【申し込み】武蔵野法人会事務局
　FAX：0422－55－5544
　氏名・住所・電話番号を記入
　して FAXまたはメール
　mhoujin.minami@gmail.com
　にてお申し込みください。

【主　催】（株）光藍社　提携：（公財）武蔵野文化事業団
　※本公演は未就学児もご入場いただけます。
　　3歳以上の方は要チケット、3歳未満の方は保護者の膝上でご鑑賞いただ
　　けます（3歳未満入場無料）。
【問い合わせ】武蔵野文化事業団　ＴＥＬ：0422－54－8822

親

＊Mitaka

三鷹
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【日　時】 2013年8月31日（土）
 13：30～15：00　
【会　場】 吉祥寺東急イン
 武蔵野市吉祥寺南町1－6－3
【会　費】 2,000円
 （コーヒー、花の種プレゼント）
【問い合わせ】武蔵野法人会事務局
　　　　TEL：0422－51－1441

●第3回チャリティコンサート
　歌声を希望のひかりに

【日　時】 2013年8月 25日（日）
 開演14：00（開場13：30）
【会　場】 小金井市民交流センター　大ホール
 小金井市本町6－14－45
【料　金】全席指定
　大人3,000円　 子ども（4歳～中学生）1,000円　
　こがねいメンバーズ会員　大人2,700円　
　※３歳以下のお子様のご入場はご遠慮いただきます。
【出　演】白石啓太とラテンカルナヴァル
【演奏予定曲目】
　サンバ･ブラジル、おもちゃのチャチャチャ、コンドルは飛んで行く ほか
【問い合わせ】
　小金井市民交流センター チケットデスク TEL：042－380－8099

科学に興味や関心をもって科学的なものの見方・考え方ができる子ども達
の育成と、理科嫌い・理科離れの払拭に貢献することを目的として、第８
回目となる科学の祭典を開催します。幼児から大人まで楽しめる体験ブース
が 100程開設され、実験やものづくりの面白さや不思議さが体験できます！

ボンゴやコンガ、ギロなどラテン･パーカッションが活躍する陽気なコンサート。

ＪＲ吉祥寺駅北口のハモニカ横丁では、毎月第３日曜日に「ハモニカ朝市」が開催されています。
朝 7時から10 時まで、野菜、焼き菓子、雑貨、骨董品など様々なお店が出店します。ただし、10 時には完全に閉店されるため、
9時半頃から片付けはじめるお店もありますので、ご注意を。
次回は7月21日（日）（雨天中止）。開催等の詳細情報は「ハモニカ横丁朝市 Facebook」でご確認ください。

●ハモニカ横丁で「朝市」やってます！

【日　時】 2013年９月８日（日）
 開会式 ９：30　開場 10：00～16：30
【会　場】 東京学芸大学 小金井市貫井北町4－1－1
 JR武蔵小金井北口から
 「⑤小平団地」行きバス「学芸大正門」
 下車徒歩２分
【参加費】無 料
【問い合わせ】
　　　　2013青少年のための科学の祭典
　　　　東京大会 in 小金井事務局
　TEL：090－7944－1900　E-mail: ysf_koganei@yahoo.co.jp
　URL:http://kagakunosaiten.koganei-net.com/

●2013
　「青少年のための科学の祭典」東京大会in小金井

親子のためのシリーズ
●夏休みコンサート「ラテンカーニバル」

武蔵野法人会吉祥寺南支部主催

武蔵野
＊Musashino小金井

＊Koganei
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「
む
さ
し
の
」
エ
リ
ア
の

文
化
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

お
役
立
ち
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

お得情報をご紹介します！知ればきっとためになる、
行ったらきっと楽しくなる



税
務  

よ
く
あ
る
相
談

税理士がお答えします

そ
の
63

協力：東京税理士会武蔵野支部

Q　
今
月
の
お
悩
み

平
成
25
年
度
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A　
回
答
：
税
理
士

　

平
成
25
年
度
の
税
制
改
正
は
、
消
費
増
税
関
連
法
、
三
党
合
意
を

尊
重
し
な
が
ら
、
民
間
投
資
や
雇
用
を
喚
起
し
持
続
的
成
長
を
可
能

と
す
る
成
長
戦
略
に
基
づ
く
政
策
減
税
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
な
って

い
ま
す
。
以
下
、
主
な
改
正
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

な
お
、
前
年
度
以
前
の
改
正
で
適
用
時
期
が
今
年
度
以
降
と
な
る
項

目
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ
．
個
人
所
得
課
税

　
⒈　

所
得
税
の
最
高
税
率
の
見
直
し

　

現
行
の
税
率
構
造
に
加
え
、
課
税
所
得
４
、０
０
０
万
円
超
に
つい

て
、
45
％
の
税
率
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
⒉　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡
充

　

住
宅
取
得
な
ど
を
し
て
平
成
26
年
か
ら
29
年
ま
で
の
間
に
居
住
し

た
場
合
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つい
て
は
、
図
表
１
の
よ
う
に
制
度
が
拡

大
さ
れ
ま
す
。

Ⅱ
．
資
産
課
税

　
⒈　

相
続
税
・
贈
与
税
の
見
直
し

　

⑴　

相
続
税
の
基
礎
控
除
及
び
税
率
の
見
直
し

　

課
税
ベ
ー
ス
・
税
率
構
造
が
、
平
成
27
年
１
月
か
ら
図
表
２
の
よ

う
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

⑵　

小
規
模
宅
地
等
の
特
例
見
直
し

　

特
定
居
住
用
宅
地
等
に
係
る
特
例
の
適
用
対
象
面
積
が
330
㎡（
現

行
240
㎡
）
ま
で
の
部
分
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

⑶　

贈
与
税
の
税
率
の
見
直
し

　

20
歳
以
上
の
者
が
直
系
尊
属
か
ら
贈
与
を
受
け
た
財
産
に
対
す
る

贈
与
税
率
が
見
直
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
場
合
よ
り
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

⑷　

相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
適
用
要
件
の
見
直
し

　
　

①　

受
贈
者
の
範
囲
に
20
歳
以
上
で
あ
る
孫
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
　

②　

贈
与
者
の
年
齢
要
件
が
60
歳
以
上
（
現
行
65
歳
以
上
）に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

　
⒉　

教
育
資
金
の一括
贈
与
に
係
る
贈
与
税
の
非
課
税
措
置

　

受
贈
者
（
30
歳
未
満
の
者
に
限
る
）の
教
育
資
金
に
充
て
る
た
め
に

そ
の
直
系
尊
属
が
金
銭
な
ど
を
拠
出
し
、
金
融
機
関
に
信
託
な
ど
を

し
た
場
合
に
は
、
信
託
受
益
権
の
価
額
又
は
拠
出
さ
れ
た
金
銭
等
の

額
の
う
ち
受
贈
者
１
人
に
つ
き
１
，
５
０
０
万
円
（
学
校
以
外
に
支
払

わ
れ
る
金
銭
は
500
万
円
を
限
度
）
ま
で
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
27
年
12
月
31
日
ま
で
に
拠
出
さ
れ
る

も
の
に
限
り
、
贈
与
税
を
課
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
す
。

（
注
）
教
育
資
金
と
は
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
次
の
金
銭
と
さ
れ
ま
す
。

　
　

①　

学
校
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
入
学
金
そ
の
他
の
金
銭

　
　

②　

学
校
な
ど
以
外
の
者
に
支
払
わ
れ
る
金
銭
の
う
ち一定
の
も
の

　
⒊　

事
業
承
継
税
制
の
抜
本
的
見
直
し

　

先
代
経
営
者
か
ら
後
継
者
が
非
上
場
株
式
等
を
受
け
継
い
だ
場
合

の
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
に
つ
い
て
、
納
税
猶
予
の
取

消
事
由
に
係
る
雇
用
確
保
要
件
に
あ
る「
経
産
大
臣
の
認
定
の
有
効

期
間
（
５
年
間
）に
お
い
て
継
続
し
て
８
割
以
上
の
雇
用
を
維
持
」
を
、

「
５
年
間
の
平
均
で
８
割
以
上
の
雇
用
を
維
持
」に
緩
和
す
る

等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

Ⅲ
．
法
人
課
税

　
⒈　

生
産
等
設
備
投
資
促
進
税
制
の
創
設

　

生
産
等
設
備
へ
の
投
資
額
を
前
年
比
１
割
を
超
え
て
増
加

さ
せ
た
場
合
に
、
新
た
に
取
得
等
し
た
機
械
・
装
置
の
取
得

価
額
の
30
％
の
特
別
償
却
ま
た
は
３
％
の
税
額
控
除
を
認
め
る

制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
27
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
取
得
等
し
た
生
産
等

設
備
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
⒉　

所
得
拡
大
促
進
税
制
の
創
設

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
28
年
３
月
31
日
に
始
ま
る
事
業

年
度
で
、
国
内
の
雇
用
者
への
給
与
を
５
％
以
上
増
や
し
て
支

給
し
た
場
合
、
そ
の
給
与
支
給
加
額
の
10
％
が
税
額
控
除
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
控
除
税
額
は
当
期
の
法
人
税
額
の
10
％（
中
小

企
業
は
20
％
）が
限
度
で
す
。

　
⒊　

交
際
費
課
税
の
見
直
し

　

交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制
度
で
、
中
小
法
人
に
係
る
損

金
算
入
の
特
例
と
し
て
、
定
額
控
除
限
度
額
を
800
万
円
（
現

行
600
万
円
）に
引
き
上
げ
、
定
額
控
除
限
度
額
ま
で
の
金
額

の
損
金
不
算
入
措
置
（
現
行
10
％
）が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

居住年

定額控除

法定相続人比例控除

5,000万円

1,000万円に法定相続人数
を乗じた金額

3,000万円

600万円に法定相続人数
を乗じた金額

現行 改正案

平成26年
１～３月

平成26年４月～
平成29年12月

借入限度額 控除率 各年の控除限度額 最大控除額

図表１　住宅ローン減税の概要（カッコ内は長期優良住宅及び低炭素住宅）

2,000 万円
（3,000万円）
4,000万円
（5,000万円）

20万円
（30万円）
40万円
（50万円）

200万円
（300万円）
400万円
（500万円）

1.0％

1.0％

■相続税の基礎控除

1,000万円以下の金額
3,000万円　　〃
5,000万円　　〃
1億円　　　　 〃

3億円　　　　 〃

3億円超の金額

2億円以下の金額
3億円以下の金額
6億円以下の金額
6億円超の金額

10%
15％
20％
30％

40％

50％

現行 改正案

40％
45％
50％
55％

■相続税の税率構造

図表2　相続税の課税ベース・税率構造

同左
〃
〃
〃
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税務のカレンダー

◆所得税の予定納付額の納付（第１期分）

◆所得税の予定納税額の減額申請

◆6月分源泉所得税・住民税の特別徴収税額の納付

◆5月決算法人の確定申告

法人税・（復興特別法人税）・消費税・地方消費税・法人事業税・（法人事

業所税）・法人住民税

◆２月、５月、８月、11月決算法人の３月ごとの期間短縮に係る確定申告

　　　消費税・地方消費税

◆法人の１月ごとの期間短縮に係る確定申告　　消費税・地方消費税

◆11月決算法人の中間申告

　　　法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税　（半期分）

◆消費税の年税額が400万円超の２月、８月、11月決算法人の３月ごとの

中間申告

　　　消費税・地方消費税

◆消費税の年税額が4800万円超の４月、５月決算法人を除く法人の１月

ごとの中間申告（３月決算法人は２ヶ月分）　消費税・地方消費税 

納期限 ７月31日
申請期限 ７月16日
納期限 ７月10日
申告期限 ７月31日

申告期限 ７月31日

申告期限 ７月31日
申告期限 ７月31日

申告期限 ７月31日

申告期限 ７月31日

◆所得税の予定納

7 月の税務

◆７月分源泉所得税・住民税の特別徴収税額の納付   

◆６月決算法人の確定申告

法人税・（復興特別法人税）・消費税・地方消費税・法人事業税・（法人事業

所税）・法人住民税

◆３月、６月、９月、12月決算法人の３月ごとの期間短縮に係る確定申告

　　　消費税・地方消費税 

◆法人の１月ごとの期間短縮に係る確定申告　　消費税・地方消費税

◆12月決算法人の中間申告

　　　法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税　（半期分） 

◆消費税の年税額が400万円超の3月、9月、１2月決算法人の３月ごとの

中間申告

　　　消費税・地方消費税

◆消費税の年税額が4800万円超の5月、6月決算法人を除く法人の１月ご

との中間申告　（4月決算法人は２ヶ月分）　消費税・地方消費税

納期限 ８月12日

申告期限 ９月2日

申告期限 ９月2日

申告期限 ９月2日
申告期限 ９月2日

申告期限 ９月2日

申告期限 ９月2日

8 月の税務
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ＴＥＬ・ＦＡＸ：０４２２―５５―２２３２

〒180－0006 東京都武蔵野市中町１－17－3
ＴＥＳビル３ＦＴＥＬ・ＦＡＸ：０４４―９４４―２７３８

〒214－0008 川崎市多摩区菅北浦 3－10－37

「うまくなるより好きになってほしい」
　三鷹駅北口徒歩１分の
ギター教室です。ギターは
教室にあるので手ぶらでお
気軽にどうぞ。クラシック・
ひき語り・合奏・歌・やさ
しい作曲法ほか。60 歳か
らのおとなのギター教室を
始めました。ゆっくりと自
分の音楽を奏でましょう！
初心者大歓迎！
無料体験レッスン有り。

　東京海上日動の代理店として、事業活動を取り巻
く様々なリスクをまとめて補償する、東京海上日動
だけが扱っている中小企業向け「超ビジネス保険」
をご紹介します。
　財産に関する補償か
ら、工事、休業、賠償
責任、労災事故に至る
まで何でもお受けいた
しますので、お気軽に
ご相談ください。

＊「いちごプロジェクト」とは？
2011 年夏の節電目標 15％の数字「１(いち )」「５(ご )」に由来します。
いちごは毎年、実をつける多年草であり、全国各地で広く栽培されています。
そのイメージを、毎年、女性部会が継続して取り組む社会貢献活動に重ねました。
・全法連内「いちごプロジェクト」ＨＰ…　http://brain-server.net/ichigo-p/　

いちごプロジェクト
「“いちご週間（7月15日～21日）”に“いちご習慣”を！」

・OA機器は長時間席を離れる時は電源を切るか、スタンバイモードに！
・エアコンの設定温度は 28℃に！　　　・使わない照明は消灯で！
・テレビは省エネモードに設定！ 　　　・待機電力のコンセントは抜きましょう！
もはや節電は “当たり前の生活習慣”です。
節電を不自由ととらえるのではなく、『無理なく節電ライフを楽しむ』ことが大切です。
身近なところから、さまざまな形で節電にトライしてくださいね！

女性部会から皆様へ

MUSASHINO HOUJINKAI
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お問い
合わせ先

無料です。好評です。お気軽にどうぞ！

〒180-0006  武蔵野市中町2-11-13　三鷹ビル3F 
TEL.0422-51-1441  FAX.0422-55-5544

会場 武蔵野法人会館
午後１時～午後４時

事前に事務局までご連絡ください。

武蔵野法人会に設けられた相談室。

経営者の悩みに
個人面談で応えます

税務・法律・経営

相談室
法人会ならではのネットワークを活かして開設された、《無料相談室》。既に多くの会員の皆さんにご利用頂いております。

税金 についてのご相談 事務局へご連絡ください。税理士　担当

法律 についてのご相談 毎月第2（火）　小林顧問弁護士　担当

経営 についてのご相談 毎月第4（木）　中小企業診断士　担当

予約制
公益社団法人  武蔵野法人会事務局

C o n s u l t i n g

会 員 企 業 の P R会 員 企 業 の P R会 員 企 業 の P R 掲載希望の法人は事務局までご一報下さい。掲載希望の法人は事務局までご一報下さい。
（無料）（無料）

掲載希望の法人は事務局までご一報下さい。
（無料）

●原 荘介ギター教室●山本保険センター



VENT 行事予定E S CHEDULE

M U S A S H I N O  H O U J I N K A I http://www.tohoren.or.jp/musashino/

●武蔵野法人会会員総数＝3,673 名　●加入率＝46.5％（2013 年 5月末現在）

〒180-0006 武蔵野市中町 2-11-13（三鷹ビル3階）
TEL. 0422-51-1441   FAX. 0422-55-5544
E-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp
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月
火
水
木
金
土
日
月
火

水
木
金
土
日
月
火
水

木

金
土
日
月
火

水
木

金

土
日
月
火
水

日 曜日 行　　　事

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日 曜日 行　　　事

社会貢献委員会

吉祥寺北第二支部　役員会

決算法人説明会

広報正副委員長会議

広報委員会

夏期経営者講座

夏期経営者講座

吉祥寺南支部　チャリティコンサート

青年部会　役員会

記帳指導（事前予約制）
組織正副委員長会議
三法連　事務局職員研修

社会貢献委員会
吉祥寺北第二支部　役員会
事業研修委員会
三鷹東支部　役員会
正副会長会議

（海の日）
常任理事会・理事会
決算法人説明会
青年部会　第１回経営塾
新設法人説明会
組織委員会

広報正副委員長会議
広報委員会
税制研修会
厚生正副委員長会議
厚生委員会
女性部会　役員会
女性部会　研修会
小金井地区合同研修会

吉祥寺北第一支部　研修会
三鷹地区合同納涼大会
不動産賃貸経営部会　見学研修

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

会 員 企 業 の P R 掲載希望の法人は事務局までご一報下さい。
（無料）



都会を離れて知る、
心地よい空間がここにあります。

おかげさまで40周年。

ファミリーからグループまでくつろぎに包まれる
箱根の玄関口に建つ快適で機能的なリゾート空間を
ご提供いたします。

〒250-0392　神奈川県足柄下郡箱根町湯本 256-1
TEL：0460-85-6111　FAX：0460-85-6142

http://www.yumotofujiya.jp




